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まちづくり拠点整備事業について 

Ⅰ (仮)緑と語らいの広場複合施設整備事業の概要について 

１．施設の概要 

【施設規模】 

   [構  造] 鉄骨造 地上 2階 

   [延床面積] 約 3,800㎡ 

   [駐 車 場] 約 110台 

【導入機能】 

[民間部分] 約 1,400㎡ 

・健康増進機能（フィットネスクラブ・スポーツクラブ）：宮の森スポーツ倶楽部 

    ・生活利便機能（イートイン付コンビニエンスストア）：セイコーマート 

・地域情報発信機能：FM e-niwa 

[公共部分] 約 2,400㎡ 

・市民活動センター、保健センター、図書分館、学童クラブ、児童館、 

子育て支援、憩の家、夜間診療所 

【土地の貸付】 

   [事業用定期借地権期間] 30年 

【工事着手及びオープン予定時期】 

   ・工事着手時期：平成29年（2017年）8月予定 

・供用開始時期：平成30年（2018年）4月予定 

【年間想定来場者数】 

  施設全体：約40万人程度 

（公共部分：約10万人程度、民間部分：約30万人程度） 

【公共部分提案賃料】 

   年間 約 60,000千円（7,000円/月・坪）               

                             【外観イメージ図】 
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【事業コンセプト・基本方針】 

【内観イメージ図】 
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【１F 平面図】 
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【２F 平面図】 

-
4
-



◆費用試算の比較 

【軽減されるリスク】 

・資金調達リスク 

・不可抗力・法令変更によるリスク（建物

に関するもの） 

・維持管理費リスク（市の責めに帰すべき

事由を除く） 

・大規模修繕リスク 

・駐車場・駐輪場運営リスク 

・第三者賠償リスク（建物に関するもの）

・建物解体リスク など 

②維持管理

運営費
②維持管理

運営費
②管理運営費

①建物賃借料

費用-収入=2,658百万円

③調査費

①設計・建設費

①設計・建設費

3,000

2,500

2,000

1,500

1,000

500

(百万)

費用
2,664 費用

2,357 費用
2,625 

③金利

費用-収入=2,177百万円

481 644
③金利

費用-収入=2,014百万円

163

0
土地貸付料 土地売り払い額

 利用料金収入 収入
6 

収入
180 収入

611 
 土地売り払い額

固定資産税 利用料金収入
-500

 利用料金収入

(3)今回採用（定期借地権方式）(2)公設公営で集約施設(1)現状施設維持
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3．スケジュール（予定） 

12月 H29年 1月～6月 7 月～12月 H30年 1月～3月 4月～ 

審査会（ﾋｱﾘﾝｸﾞ･審査･選考） 

＜最優秀提案者の決定＞ 

覚書の締結 

基本・実施設計 

基本協定締結 

工事（8月～2月） 

引越し 

供用開始 

◎12月21日 

◎12月8日 

◎7月中旬 
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Ⅱ（仮）恵み野スマートタウン構想 の検討について 

１．住宅地整備事業の概要（予定）

・事業名称       ：松園地区住宅地整備事業

 ・開発事業者      ：恵庭まちづくり協同組合

 ・開発規模       ：約３ha 
 ・想定宅地数／宅地規模 ：５０～６０宅地程度／戸当３００㎡以上を想定       

 ・開発手法       ：民間事業者による開発行為（都市計画法 29条）
 ・用途地域       ：第一種低層住居専用地域

２．（仮）恵み野スマートタウン構想の検討について

・花の拠点と一体となった豊かな住宅地の実現、移住定住施策と連携した住宅地販

売戦略として、恵庭市、開発事業者等が連携し（仮）恵み野スマートタウン構想

を検討中。（別紙参照）

・「環境」「景観」「多世代同居・コミュニティ」に配慮した次世代型住宅地として、

各実施項目を検討。特に「環境」項目は、省エネルギー住宅基準や設備要件の設

定、最低要件の義務化等、団地としての一体的整備を目指す。

 ・今後は行政との連携・支援方策についても調査検討を行う。（環境型住宅団地とし

ての認定・推奨、補助制度等支援、移住、住み替え支援等）

３．今後の予定

 ・平成２９年１月～：市街化区域編入協議（北海道等）

 ・平成３０年３月 ：市街化区域編入（北海道決定）

           用途地域・地区計画・下水道 都市計画決定（恵庭市決定）

 ・平成３０年春頃～：開発行為申請・許可、

 ・     秋頃～：宅地造成工事完了（予定）、住宅建築着手

図 （仮）恵み野スマートタウン構想 検討区域

（仮）恵み野スマートタウン構想

検討区域
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宅地購入者 
※工法の選択、ハウスメーカーの選択 

■工法～選択制 

●求める住宅水準 

ZEH、Nearly ZEH、きた住まいる（北方型住宅）、長期優良住宅 等

●設備要件（案） 

①高断熱・高気密 

（H25省エネルギー基準） 

②空調・給湯・換気・照明等 

 （ﾋｰﾄﾎﾟﾝﾌﾟ、太陽熱、ｴｺｷｭｰﾄ、ｴｺｼﾞｮｰｽﾞ、24h換気、LED照明等） 

③HEMS 

 （エネルギーの見える化） 

④創エネルギー・蓄エネルギーシステム 

 （太陽光発電、エネファーム、コレモ・リチウムイオン蓄電池等） 

導入と選択 契約 

●団地としての 

 義務的取組を 

 提言 

環境 景観 

コンセプト：（仮）恵み野スマートタウン 

環境負荷低減

ＣＯ２削減 

地区計画 

建築条件設定 

など 

宅地利用 

（花・庭づくり）

大規模宅地
実施項目

■参加企業 

・ハウスメーカー 

・設備メーカー 

・コンサルタント 

・金融機関（融資等） など 

■事業主体（開発・販売） 

・恵庭まちづくり協同組合 

事業者グループ 

■幹事によるワーキンググループ 

 ・販売戦略の検討 

  ・販売コンセプト 

  ・販売体制 

  ・販売スケジュール 

  ・イベント開催 

  ・市移住定住事業との連携 

・景観ルール 

地区計画 

任意協定（開発者-土地取得者間） 

 ・関係機関協議 

 ・国、道などの助成金申請検討 

  など 

●短期で完売を目指す

コンパクトシティ 

歩いて暮らせるまち
花のまちづくり 

出生率向上 

子育て環境向上 

環境型住宅団地の認定・推奨 

補助制度等支援 

広告宣伝、移住、住み替え支援 

■恵庭市 

●都市計画マスタープラン 

●恵庭市総合戦略 

 ・環境配慮型住宅の促進/・宅地供給 など 

●環境施策 

 ・環境基本計画/・地域エネルギービジョン 

・地球環境温暖化実行計画 

・スマート E-ガーデンえにわ など 

■国

●経産省 

 ・省エネ住宅への投資支援(ZEH(ｾﾞｯﾁ)住宅など) 

 ・燃料電池等への導入支援 

 ・分散型エネルギーシステムの構築 

●環境省 

 ・家庭からのCO2排出削減対策など 

 ・温室効果ガス削減(26%)/・COOL CHOICE 推進 

■北海道

●北のすまいるタウンなど 

●総合計画 

●環境産業振興戦略 

 ・スマートコミュニティ 

●きた住まいる（北方型住宅） 

行政施策 

行政施策の

取り組み 

行政との連携・支援

（仮）恵み野スマートタウン構想（案） 平成２９年６月２０日

恵庭市企画振興部まちづくり推進課

コンセプトの導入 

導入の促進等 

多世代同居
コミュニティ

環境に優しい生活の実現 
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Ⅲ （仮）恵庭かわまちづくりについて 

○事業に至った経緯について 

  本事業は、恵庭市の花の拠点整備事業や隣接する住宅地整備事業と河川整備事業と連携し、親

水護岸や散策路などのハード整備やソフト整備を行うことで、漁川の親しみやすさや利便性の

向上、景観形成の向上を図ることを目的として、河川管理者である国と恵庭市が共同で計画を作

成し、一体整備を行うものです。 
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事 業 位 置

新住宅団地区域

花の拠点整備区域 

漁 川

至 千歳

至 札幌

緑 地 

河 川 敷 地 

-
1
1
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●全国のかわまちづくりの事例 

        親水護岸                    散策路 

（熊本県八代市 球磨川）            （長崎県諫早市 本明川） 

  茶店                    飛び石 

（大阪府箕面市 箕面川）           （山形県長井市 最上川） 

カフェ                   水上ステージ 

（広島県広島市 京橋川）            （徳島県徳島市 新町川） 

-12-


